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Ⅰ 緒 言

化学パルプ精選除淫装置は遠心式,平板式及び回転式等の形式があ り,製紙機械の高速化と共に

逐次薗性能の機械装置が発明改良されている｡ 最近紹介された新しい機械装置の二三の例 を見 て

ち,何れも従来の装置に較べその原理及び機能に於て格段の進歩が見られも ｡

｢ァルホースニスク.)一･ン｣ 7,9,は最近実用化された装置であるが,此のスクリ-ンは従来の装

置と興 り,未精選原質が,スクリ-ン･プレ-トの下部を流れ進み乍ら細長な良織椎が適度の水を

伴い飾孔を上部に向って通過する｡即ち従来の ｢フラット･スクリーン｣では,未精選原質が,フ

レート上を流れ,艮繊維が下部に向って流通するに対して,逆であるから,未精選原質中の砂粒鉄

片等の異物が器底を流れ,精選原質中に混入する慨の無いことが特徴である｡

次に同様に発明された新しい回転式スクリ-ン10)では,容器及び除埴筒を垂直方向に且.互に別

個に振動させる方法に依る飾分効率の高い振動装置に基き設計されている｡

｢マイアミ･セレクチファイアー･スクリ∵ン｣4)6)ら)は近来アメリカで製作使用されつつある装

置で,卿 こ大きな成果を挙げていると伝えられている｡本機は製紙用ス トックを抄紙機-送 り込む

直前に最終的浄化処理を行 うもので,紙料中の各種の爽雑物を除去し得る優れた性能を発揮する｡

形式が竪型円筒形であるから所要床面積が少く,また据付基礎工事が簡単であ り,構造が全部掩閉

式であるから作業中紙料の琴床で汚損する事無 く,運転中の騒音少きため静粛を保ち得る｡適用範

囲は極めて広 くあらゆる製紙用スクリーンに応用可能であ り,バットに応用するには,ミックス ･

ボックスを要せず,長網抄紙機の-ツドボックス及びスライス中に直接に,圧力で排出し得る特徴

があ､る｡その構造及び操作方法は,圧力下で作用させる直立二重円筒型の密閉された遠心式スクリ

ーンで紙料は内側の円筒型スクリ-ンの上から入 り,飾孔を通過しプレートの内側の壊取羽で節孔

を清掃すると共に撹件混合し且,直立型であるから比重の大なる異物の混入少く,所要動力が少く

て済む｡

以上の例の如く,製紙用紙料の除漆精選には従来の装置の欠点を改善すると共に,史に能率を高
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める装置が要求されている｡

次に述べる新考案に依る竪型回転式ズクリ-ンも亦∴上述q)諸装置の優れた機能と類する点があ

ると考えられるが,その原理及び構造に就き説明し,その実用価値に関する考察について述べる､｡

Ⅰ 作 動 原 理

本装置の作動原理は第一図,第二函及び第三図に示す如く,重設せる直立円筒を水平面に於て徴

/ト半径の円周上を摺動する如く振動させ,内側の円筒をスクリーンとし外側の円筒を外套として,

両者の間に末精選紙料を供給すれば振動が与えられ飾分作用が行われる｡

Fig.1
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即ち第一図に就き説明すれば,01 は容器の中心,02､はスクリ--/･シリンダーの中心, Aは

容器内壁の点,Bはスク リーン上の点を示し,点02が01を中心とし半径 OMlqZとする円胤 ヒを移動

する際,同時にスクーリーン･シリンダーが,回転すること無 く中心点と共に移動すれば図示せる如

く,摺動する｡その場合両円筒の間隔 A豆はスピン ドルの回転角度に依 りI-Ⅳの如くなり,接近
離反を繰 り返えすのである｡

次に内側のスクリーン･シリンダーは第-図と同様の運動をなすと同時に,外側の円筒即ち容器

が,反対方向に同様の運動を行 う場合を,第二図に就き説明すれば,次の様に運動する｡0を旋回

軸 とし,01を容器の中心,02をスクリーン ･シリンダーの中心とし,02を第一図の場合と同様に

0点を中心とし 652 を半径 とする円周上を移動すると同時に,旋回軸に対 し点 02 と反対側の容

Fig.3 PRINCIPLEOFVERTICALROTARY
SCREEN.
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器の中Ll101 も 0点を中心とし,OT6Lを半

径とする円周上を移動した場合,容器もスク

リーン ･シリンダ-と同じく回転すること無

く中心点 0 1 と共に移動すれば, 図の如 く摺

動する｡その場合両円筒面上の点の 間隔 Å白

は,図示せる様に旋回軸の回転角度に依 りⅠ

-Ⅳの場合を繰 り返えし接近離反を繰 り返え

すから R両円筒間に供給された紙料にま辰動を

与える事になる〇

第一因の場合には,旋回軸を高速度で回転

させる場合,振動がアンバランスとなる為,

外部に毛辰動が伝わ り騒音と共に動力の損失が

大きいと考えられる｡

是れに■反し第二図の如く,旋回軸に対 し内

外両円筒の中心軸を夫々厚対側に廻動させる

様にすれば,その振動が,相互に減管される

ので,外部への振動の伝達が軽減される｡ 故

にこの原理に基き設計したのであるが,多少

構造が複雑になるが,騒音が少く,且,鯖分

作用が能率良 く行われると考えられる｡

第三国に本装置の振動の原理を示した｡中

心の旋回軸は機械の頂部の電動機に直結され

1800R.P.M.位で祖転する｡f図示せる説明図

では,判 り易く画いた為,外部容器及びスク

リーン･シリンダーに連結する部分を,/クラ
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ンクの様に京したが,実際は偏心量は1耗位である｡外部の容器は躍動のみ行い起動しない樵,ス

プリングで支持する｡

内側のスクリーン･シリンダーは摺動すると共に廻転させ,内面より噴射水管や水を噴射し,常

に飾孔を清浄に保たしめる＼｡

町 境準及び操作方法

本原理に基いて設計した一例を,組立要領由として,第四図,第五図及び第六図に部品番号を附

し図示し,外観並に内部構造の説明図として,;第七図に示した｡図中の矢印は紙料の流通方向を示

す｡

本棟の機構を第四図,第五図及び第六図に就き説明する｡

第 一 表

'ROTARYSCREENASSEMBLYDIAGRAM.

PARTNo. DESCRIPTION PAPTNo. DESCRIPTION

1 7.5H.P.Moter

2 Coupling

3 Spindle

4 IBeam Flame

5 BaseSection

6･ CoverofVess1

7 Beam ofVessel

8' Diskoi*Vesse1

9 PanelofV色ssel

10 CoverofScreenCylinder

ll Beam ofScreenCylinder

12 DisckofScreenCylinder

13 ScreenPlate

14 Fe'rryplateofScreen

15 Disck

16 Saucer

17 Headof㊨

18 Sprayer

19 SprayerProp

20 SpindleCover

21 CoverEnd

22 ⅠnletPipe

23 InternalCylinder

24 IOutletforScreenedStuff

25 Disckc.fScreen

26 Flywheelfor㊨
27 1nstallationforScreenRotation

28 RadialBallBearing

29 PivotBearing

30 RadialBallBearingforSpindle

31 RadialBallBeaTin岳forVessel

32 ThrustBallBearingforVessel

33 RadialliearingforDisck

34 RadialBallBearingforVes,se1

35～ RadialBallBearingforVessel

361 RadialBearingforScreenCylinder

37 RadialBallBbaringforScreen

Cylind■er

38 ThrustBallBearing

39 BallBearingforRubbing･

40 RadialBallBQaringforScreen

Cylinder

41 ThrustBallBearingforScreenM

Cylinder

42 'BallBearingforRubbingofScresn

Cylindrn ~Ilt､~~ LIL~'､

43 ConC3ntricCわllarforFlame
1

44 EccenthicCollarfor.Vessel三

45 ConcentricCollarforDisck

46 EccentricCollarforScreenCylinder

47 ConcentricCollar

48 Ecc3ntricCollarforScreePCylinder

49 Ecc,ntricC｡11arforVessel

50 0pening′

51 0verFlowRegulater
52 0utletforUn三CreenedStuff
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Fig.6 ECCENTRICCOLLARANDCONCENTRICCOLLAROFSPINDL良

@④ ㊥④ ㊥
上

容蕃用偏肥翰 取落常用偏心翰･ 支帯枠用同JLt希
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旋回軸耳は電動機3と接手③に依 り直結しフレーム④に軸受⑳⑳⑳で支持され,容器とはカラー

･⑱⑩を挿入し軸受⑭⑭で,除撞筒とは偏心カラー⑯⑲を挿入し軸受⑲⑲で連結している｡容器及び

除連帯ゐ重量に依る摺動を円滑ならしめる為,ボールベア リング⑳⑳⑪⑮で,亦除捷筒の回転を可

能ならしめろ為,スラス トベア リング⑫⑳で支持してある｡

痛心カラーは旋回軸の回転に依 り,容器及び除撞筒が,相互に均合ひ摺動する様,申者の偏心量

を適当に定める｡即ち両者の慣性能率が略等しくなる様にし,フレームの受ける振動量を少くし動

力の損失を軽減せしめる｡偏心量は,容器は 0-1mm.漆除筒は 1-2mm.とする｡

給油装置は,機械部分が中心の軸に沿って上下にあり,紙料中へ油滴の混入するのを防ぐため,

カヴア-⑯⑳⑪を付し,亦除捷筒と容器の摺合部分も空隙Eo)を設け,上方から下方に給油させる.

容器は成る可く軽量で,且,振動に耐える様,両も内部を流動する紙料に振動を完全に伝達する

強度を有し,下部に紙料取入口㊧,上部に排出口を具え,回転.しない様にスプリングで支持する｡

除控筒は,･モネヤ合金の細長なる飾孔を有する除埼板㊥を前者と同様の構造で,円板⑲毎を,宿

⑱で組立てた枠で支持し,その内部に中藤筒⑲,及び上部に溢流する紙料通路⑭を設ける｡

溢流調節装置毎は･ ｢アルホース ･スクリーン｣ 7'と同様の機構をなし除凍作用を調節する為,

溢流調整筒を上下し,中隔筒の項部より溢流する流量を調整する｡

VERTICALROTARYSCREEN の操作方法は,第四図に示す様に,電動機3に依 り直結せる

旋回軸3を,高速度 (1000-1800R.P.M.)で回転させ,容器底部の紙料鹿入口㊧より紙料を送入

すれば,第七図の内部説明図に示す様に,矢印の方向に流動する｡即 ち節分された精選紙料は,ス

クリ-ン下方の中隔筒入口㊧より上昇し,取出口㊧へ流出する｡ 飾分されない纏絡繊維等は,その

億上昇し,溢流調整装置を径て,貯槽に戻される｡

除姪筒は,回転装置⑳に依 り回転し (3R･P･M･)内面から噴射水で洗催され,常に飾分作用を

- 19 -
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Fig.7
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発揮し得る様,鯖孔を清浄に保たしめる｡倍,時々内部を掃除する必要があると考えられるが,そ

の場合には容器に取 り外し可能の蓋,或は窓を設け,定期的の掃除を容易に行わしめる｡

仕様, l

従来のスクリーンの能力を基準として, 2'6' 本装置の能力及び所要動力等を概算すれば次の如し｡

原質濃度 0.8-1.5%

渡過円筒

直 径 700粍

高 さ 560粍

清適面積 2,0平方米

カ ッ ト 0.4粍

回 転 数 3回/毎分

振 動 数 1000-1800回/毎分

所要馬力 5-7.5馬力

処理能力 30-40麗/日

Ⅳ 特 徴

1) 直立円筒型の除涯筒を水平方向に摺動させることに依 り,プレー ト全面が一様に流通飾分作

用を為すから,横置回転式除漆機が筒面の一部分を作用させるに比較 し,本棟は除漆板の有効面積

が大である｡

2) 従来の平板式及び,回転式除撞機は,紙料通過を提進させる為に振動梓に依 り｢定方向の振

動が与えられるから,騒音が大であるに対し,春機は容器及び除涯筒が,偏心軸に依 り摺動する如

き振動を為すから,騒音が少 く,且旋回軸は両者の荷重を夫々反対側で均合せる為,振動が外部に● 1
伝わるのが可成 り減殺されるから,構造上無理が無い｡

3) 除撞面が垂直の為,砂粒,鉄片等の異物が鮪孔を通過し,精選紙料中に混入する率が少い ｡

4) 往復振動式除姪装置は,振動が一部外部に伝導吸収される為,動力の損失が考えられるに対

し,所要動力に対する除涯量が多い｡

5) 精選された紙料は,除捷簡底部より中隔筒を径て取 り出される為,稀釈されるこ と無 く,

且,繊維が除掩筒の底に沈積する事無 く除涯精選することが出来る｡ ･

6) 給油装産は,上記旋回軸に沿い上部から順次潤滑部を滴下し-,･稽内部とは完全に隔離されて

いる為,紙料中へ油滴が混入,汚損するのを防止する｡

7) 上記の様な構造を有するから,据付面積少く,能率良 く作動すると考えられる｡

† 考 察

～以上考案,設計せる除漆装置に関し,考察の範囲に止まるが,その概要を記述 したO実用化する

-21→ ○
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には,箇幾多の実際面に就いての研究が必要であり,勿論,設計上検討す可き余地も多いのである ｡

即ち,旋回軸のアンバランスに基 く振動が,フレ-ムに多少伝わ り振動するのほ免れないが,成

る可 く騒音を軽減する様,容器と除淀筒o?偏心量を求めること,節孔面の清浄方法,及び流動量を

調整する方法,紙料の流動方向,及び掩閉型とし圧力下で除塵精選する方法等の問題がある｡

成る可 く構造を簡略化し,操作及び管理を容易ならしめる必要があるが,斯様な原理を応用せる

装置は末だその例を見ず,応用価値の如何を検討することは興味ある問題にして,今日のスクリー

ンに要求される軽徴な雨も高速度の振動を与え, 高能率に節分効果を発揮せしめると云 う条件 1-5)

を満足さす事が出来ると考える｡
晦

終に臨み本スクリ-ンの設計に関し,御批判,.御指導を賜 りたる,京都大学工学部教授亀井三郎

先生に深甚の謝意を表すると共に,御意見戴いた各位a_)御示唆に負う処大なる事を附記し感謝の意

を京す｡

Resume

Thisnew designdscreenwillqualifiestogivelargercapacitytllananyOthertype.

Because,in thistype,it]'spossibletokeepthewholescreenplatewhichisentirelysub一

mergedinthestock,Screenlngbymeansofitshorizontalrubbingvibration.

･TheprincipleofthisscreenisexplainedinFig.1,Fig.2andFig.13.Fig.4land

Fig.5showthediagrammiclongi一山dinalsectionandcrosssection.Fig.6sl10WSCOllars

ofspindle.TheexternalsectionandtheinteriorareshowninFig.7.

Thepaperstockentersthroughthebottominletandflowsinthedirectionofthe

arrow.TheacceptablestockpassesthroughtheSlotsorperforationsofthescreenplateさ

andrunsintotheinsidecylinder,from whenceitoverflowsandisledtotheflowbox.

TheadjustableslidedarnregulatesthebackpressureOnStockoutsidethescreenplate,

andvariestheeffectiveheadthaとinducestheflowaccordingly.Thecoarsefibersthat

remainontheoutsideofthescreenplateareremovedbyashowerandareremovedto

thetailingspout.

ThescreencylinderisrevolvedbyaworLPgearOr､abelt･ Theslotsorperforations

∬ecleanedbytheinsideshowerpipe.Thescreenplateismadeofphosphorousbronze

andthepanelofvesselismadeofstainlesssteel.Thevesselissupportedbyspringwith

theframe.Theverticalscreencylinderandvesse1年reCOnneCtedwiththespindlethrough

thebeatinginwhichtheeccentriccollarisinserted.

Thespindleisconnec.tedwiththe7.5H.P.motorbycouplingatthetopofmachine.

Thespindlerunsatabout1800r･p･m.,'th.en,thevibration]'sgiven'tothescreencylinder
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andthevessel･ThisecPentticvibratingmotionofbothcylindertendtochurnthestock ー

whichissuppliedbetw･eenthescreencylinderandthevessel,andurgethefiberthrough

theslots.Thishfgh butpositivevibration(about1800shakingperml'nute,5mmvibrat-

ingwidth)shakeoutthe〔㌫assedfibers,andeffe●ctivelyputthemthroughthescreen

plates.Thestructureofverticalscreenplatepreventsthepassagebfsand,iron,sh]'veetc.

Theprinclpaldifference]'n.thisHVerticalRotaryScreenHliesinetceq･Lricvibrating

motionofthescreencylinderandvessel,andhighcapacityperthescaleofmachine.

Andwhiletheprincipleremains,aso也ernewtypescreens,ithasquieterandmoreeffici-

entvibratingoperation,anduseslesspower.

Thecapacityofthis.newdesignedscreencanbecalculatedasfollows;thetypewhich

isillustraLtedinFig.7withaSlotwid･thof0.30mm.anddealing.withchemicalpulpof

O･8-1.5%consitstencygivesanoutputof30-40tonsin24hours.

Besidestheprincipleofthisnewverticalrotaryscreendescribedinthisreport,We

expectanyadviceofthetechniciansinthisfield.
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